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九州北部豪雨のボランティアについての指針 

 

三指 福岡県、大分県の両県で大きな被害を出した九州北部豪雨から２週間が経とうとしています。被災

地は、厳しい炎天下と時折の豪雨で避難指示も頻発している状況が続いており、被害に遭われている方々

の状況を察すると心が痛むばかりです。 

 この災害に対し、何らかのボランティア活動を検討しているスカウト、および成人のスカウト関係者は

多いと思います。すでに、この７月１５日から１７日の３連休で、募金活動や現地ボランティアなど精力

的に動かれた方々もいます。そこで、標記のとおり、ボランティアについての指針を示します。今後、ボ

ランティア活動を行われる方は以下に示す指針に従い行動されるようお願い申し上げます。 

弥栄 

 

【九州北部豪雨ボランティアに対する指針】 

１．現地へのボランティア活動を希望される方は必ず、現地ボランティアセンターを通して下さい。ま 

  た、「福岡県NPO・ボランティアセンター」（http://www.nvc.pref.fukuoka.lg.jp/）の情報を元に計 

  画を立てて下さい。 

２．現地ボランティア活動に行かれる方は、福岡県連盟事務局に、所属団、氏名、年齢、期間、訪問する 

  ボランティアセンターをメールにて事前報告して下さい。また、すでに行かれた方は、事後報告をお 

  願いします。（ボーイスカウト福岡県連盟 メールアドレス：ken@scouting-fukuoka.jp） 

３．避難指示が相次ぐ現状から、現地ボランティア活動はローバースカウト以上が相応しいです。ベンチ 

  ャースカウトについては、団、隊の判断に委ねますが、保護者の承諾および成人指導者の同伴を原則 

  とします。 

４．県外のスカウトおよび関係者の方は、必ず県外旅行申請書を申請するようお願いします。 

５．自己完結の原則から、ボランティアに行かれる際は、最低でも以下の装備が必要です。特に気温が高 

  く湿度も高いことから水分補給に十分留意して下さい。 

   ○日焼け止め  ○長袖作業着  ○着替え  ○ゴム手袋  ○軍手  ○タオル 

○水 1人 2Ｌ  ○昼食     ○長靴   ○マスク   ○ゴーグル  ○帽子 

○スコップ   ○救急セット  ○身分証明書 

６．被災地での宿泊（テント泊含む）は困難です。現地ボランティア活動は日帰り、もしくは久留米市や 

  福岡市などでの宿泊を検討して下さい。 

７．募金活動については、別途、福岡県連盟より示します。 

８．被災された子どもたちに対し、プログラムの提供を検討されている団や隊におかれましては、福岡県 

  連盟事務局に事前計画と事後の報告をお願いします。 

９．その他、ボランティアに関する質問がありましたらボーイスカウト福岡県連盟にお問い合わせ下さ 

  い。（TEL 092-624-3755  FAX 092-624-3717） 


